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「「「「環環環環境境境境ホホホホルルルルモモモモンンンン問問問問題題題題はははは、、、、何何何何がががが問問問問題題題題かかかか」
（(社)日本芳香族工業会発行 「アロマティックス」第50巻3･4号(1998)に掲載）

西川洋三

1111.... 要要要要旨旨旨旨

1111....1111 目目目目的的的的

私は環境ホルモン問題を最重要テーマの一つとして1994年12月から検討してい
る。欧米で問題になっていることは日本でも問題になると思ったからだ。しかし、
検討するにしたがって、日本では騒がれるような問題ではない、あるいはほとん
どないはずと思うようになった。ところが、最近のマスコミの報道をみるとなる
ほどと思うこともあるが、納得のいかない問題のとらえ方をしているように思う。
これは化学品安全を担当する者が積極的に情報提供や易しい説明を行ってこなか
ったことにも責任がある。ついては、私の検討結果と見解を説明したい。私はこ
の問題を歴史的、地球規模的かつ常識的な見方で考えるのがよいと思っている。
なお、環境ホルモンの一般的知識については「用語解説」にまとめたので、そ

ちらを参照願いたい。

1111....2222 環環環環境境境境ホホホホルルルルモモモモンンンンのののの分分分分類類類類

マスコミで報道されているいわゆる環境ホルモンは次の４種類に分類される。
この４種類を区別して考えることが何にもまして重要である。

イ）ＰＣＢ，ＤＤＴのように環境残留性があり、濃縮性が高い物質。
ロ）トリブチルスズ化合物（ＴＢＴと略す）のように１ng/L という極低濃度でも

水生生物に悪影響を与える物質。
ハ）ジエチルスチルベストロール（ＤＥＳ）のように合成女性ホルモンとして極

めて強い作用を持つ物質。
二）ビスフェノールＡ（ＢＰＡ）、ノニルフェノール（ＮＰ）など身近に存在す

る物質。

これらの物質には、強い又は弱いホルモン作用がある、もしくは正常なホルモ
ン作用に影響を与えるという理由で「環境ホルモン」と一括して扱われている。
さらには、「環境ホルモン」はイ、ロ、ハ、ニのすべての性質を併せ持っている
かのような印象を持たれているので、いかにも危険なもののように思われてしま
う。
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しかし、イ、ロ、ハの各物質はそれぞれの残留性、毒性、作用において史上最
悪、最強の化学物質なのである。一方、二）のＢＰＡ、ＮＰはイ、ロ、ハのいず
れの性質も持ってはいない。自然条件では分解するし濃縮性も低い。水生生物に
悪影響を与えるかもしれない濃度は 10μg/LでＴＢＴの１万倍の濃度が必要であ
る。ＤＥＳにくらべてエストロゲン作用の強さは１０万分の１にすぎない。

1111....3333 環環環環境境境境ホホホホルルルルモモモモンンンン対対対対策策策策のののの実実実実施施施施状状状状況況況況

「環境ホルモン」対策は、日本が最もすすんでいる国である。すなわち、
イ）環境ホルモンとして最も問題なのはＰＣＢ、ＤＤＴなど環境残留性物質であ

るが、日本は1974年に世界で最初に法規制化し、製造禁止にした国である。
化審法がそれである。ＴＢＴについて全面使用禁止にしているのは日本だけ
である。

ロ）環境庁が1976年から継続して実施している環境モニタリングは世界で最も充
実した環境ホルモンに関するデータベースである。

1111....4444 環環環環境境境境ホホホホルルルルモモモモンンンンにににによよよよるるるる汚汚汚汚染染染染状状状状況況況況

日本では環境残留性物質による汚染は年々改善され、先進国の中では最も汚染
度の低い国の一つとなっている。これは 1.3 で述べたように環境ホルモン対策が
進んでいることを示す。
例えば東京湾や瀬戸内海でとれる魚中のＰＣＢ濃度は米国五大湖の魚のそれの

１０分の１である。海水中のＰＣＢ濃度で比較すると、日本海南部 0.1ppt、大阪
湾 0.5pptに対し、スコットランド沿岸 5-20ppt、地中海北西部沿岸では 13ppt
など欧州の海域での汚染度は高い。
環境ホルモンに限らず、一般の化学物質による水質汚染も２５年前に比較して

改善されてきていることは多くの人の実感しているところではなかろうか。

1111....5555 環環環環境境境境ホホホホルルルルモモモモンンンン問問問問題題題題のののの本本本本質質質質

ホルモン、免疫などの基礎科学における近年の進歩は著しいものがある。これ
らの進歩を毒性面に応用し、より高度な安全管理を実現しようとするのは当然の
考えである。今回の環境ホルモン問題の本質はこの点になければならないと私は
思っている。
内分泌学、特にレセプターに関する研究は、医薬の開発に関連して極めて精緻

な研究が行われている。その一分野として、性ホルモンの作用はほぼ解明されて
いる。内分泌系には外乱があったときに、これを抑えて生理状態を安定に保つ機
構がある。つまり、多少のホルモン類似物質が体内に入っても、生体は調整作用
を持っているとされてきた。
内分泌学の進歩に従い、新しい知見が加わったとしても、内分泌系には調整作
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用をもっており、極微量のホルモン類似物質の影響はありえないことのように思
えるのである。
ダイオキシン、ＴＢＴの毒性については、さらに研究が続けられる必要がある

が、ホルモン類似作用とは別の作用機構のように思えるのである。
また、今すぐ対応が求められるほどヒトの健康や環境に問題があるとは思えな

い。あと５年間の研究の進展を待ってから対応すればよい問題だと私は考えてい
る。

1111....6666 今今今今後後後後のののの研研研研究究究究方方方方向向向向

環境ホルモン問題に限らないが、対策を検討するのに必要な資金も人的資源も
限りがあるのだから、問題でないことを問題だと騒ぐことは、問題にしなければ
いけないことを問題にしないことと同じことになる。何が問題かを的確に判断し
なければならない。
私は環境ホルモン問題を勉強して、ヒトの健康への影響よりは、環境への影響

のほうをより重視して検討すべきであるし、また、環境問題としてとらえると、
ホルモンについての知識より、水生生物の世界、生態系についての実態の把握が
より必要であると思うようになった。ホルモンばかり勉強してきて、後者の勉強
をおろそかにしてきた自分自身への反省をこめてそう思う。

2222.... 環環環環境境境境ホホホホルルルルモモモモンンンンのののの分分分分類類類類とととと比比比比較較較較

環境ホルモンとして取り上げられている典型的な物質と比較することで、ＢＰ
ＡやＮＰが問題視されねばならない物質ではないことを説明したい。

2222....1111 ＰＰＰＰＣＣＣＣＢＢＢＢととととのののの比比比比較較較較

イ）分解性
ＰＣＢは生分解性は極めて悪く、環境中に放出されたものはいつまでも残留す

る。地球規模でみた場合の半減期は、文献にはでていないが、５０年以上でない
かと私は推定する。
ＢＰＡ、ＮＰとも化審法条件では分解しないが、活性汚泥処理（馴化された汚

泥を使うことになる）で分解、除去される。 また排水処理で処理できなか１、２、３）

ったものも自然表層水中で分解する。3 mg/Lの濃度のＢＰＡが４日間で 0.1 mg/
L以下になったと報告されている。 ＮＰの表層水での半減期は３０日程度であ２）

る。４）

ロ）魚での濃縮性５）

化審法条件での濃縮倍率はＰＣＢで 5,000～20,000倍と極めて高い。ＢＰＡは
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５～68倍である。ＮＰは300倍程度である。化審法では1000倍以下は一応濃縮性は
低く問題なかろうと判定されている。

ハ）哺乳動物での蓄積性
ＢＰＡやＮＰを経口投与した場合、速やかに体外に排泄され蓄積性はみられな

いことが、次の試験結果からわかる。
Ｃ14で標識したＢＰＡ100 mg/kgをラットに経口投与して吸収、代謝、排泄状況

を調べた。血中まで吸収されるのは投与量の4.6％で、これが0.1％まで低下する
のは投与18時間後である。投与７日後の体内残留量は0.4％である。６）

ＮＰについての代謝、排泄試験はまだ終了していない。ここではＮＰと化学構
造が類似しているオクチルフェノール（ＯＰ）の結果を紹介する。５mg/kgのＯＰ
をラットに静脈注射して血中濃度の推移を調べた結果、半減期は約５時間であっ
た。ラットに50又は200 mg/kg/日で14日間連続して経口投与しても、投与１日目
と14日目で血中濃度に差はなく、蓄積性はみられなかった。７）

2222....2222 ＴＴＴＴＢＢＢＢＴＴＴＴととととのののの比比比比較較較較（（（（水水水水生生生生生生生生物物物物へへへへのののの毒毒毒毒性性性性））））

ＴＢＴは１ng/L（=１ppt）の水中濃度でイボニシにインポセックスを引き起こ
すという。ＴＢＴがこれほど低濃度でも貝に悪影響を及ぼすのは濃縮倍率が化審
法条件で2,000～9,200倍 と高いことも関係しているのであろう。もともとＴＢ５）

Ｔは水生生物への毒性が極端に強いというまさにその理由によって船底への貝類
付着防止剤として選ばれたのである。船底に付かない貝類に対しても強い毒性を
示すのは当然のことである。ＴＢＴは人類が海洋環境中に意図的に放出した最強
の毒物であるともいわれている。８）

ＮＰは一般化学品の中では水生生物に最も毒性の強いものに属するが、魚にエ
ストロゲン作用を示すことを含め水生生物に悪影響を与える濃度は9.ニ）に示す
ように10ppb以上である。ＴＢＴの１万倍の濃度が必要である。
ＢＰＡについてはＮＰほど詳細に試験されていないが、水生生物に悪影響を与

える濃度は100ppb以上と推定される。９、１０）

2222....3333 ＤＤＤＤＥＥＥＥＳＳＳＳととととのののの比比比比較較較較（（（（エエエエスススストトトトロロロロゲゲゲゲンンンン作作作作用用用用））））

ＢＰＡもＮＰも、女性ホルモン調整機能を持たない特殊な動物を用いた試験で、
弱いエストロゲン作用が認められるのは事実である。しかし、その強さはＤＥＳ
あるいはそれにかわる合成エストロゲンの１０万分の１程度にすぎない。１１、１２）

合成エストロゲンは医薬品として使用されるものであり、その値段は１kg 当た
り２千万円もする。ＢＰＡは２百円である。偶然の一致かもしれないが値段もエ
ストロゲン作用の強さと同じ１０万分の１である。
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2222....4444 環環環環境境境境ホホホホルルルルモモモモンンンン問問問問題題題題ははははＰＰＰＰＣＣＣＣＢＢＢＢ問問問問題題題題ででででああああるるるる

私は環境ホルモン問題はＰＣＢ問題であると思っている。ＤＤＴもダイオキシ
ンも問題ではあるが、少なくとも圧倒的に重要なのはＰＣＢである。その理由を
「奪われし未来」に取り上げられている野生生物やヒトの異常例を分析すること
で説明したい。１３）

野生生物の異常例としてリストされたのは、私の計算では２１例である。この
うち、次の２例を除いて推定原因物質はＰＣＢ，ＤＤＴ、ダイオキシンである。
例外の一つは1940年代からオーストラリアで観察されているヒツジの繁殖力の

低下である。この原因を調査した結果、ヒツジが食べるクローバーに植物エスト
ロゲンが含まれていることがわかった。
もう一つの例は1988年に英国で見つかった。下水処理施設の排水が流入する河

川でオスの魚のメス化が生じているというものである。界面活性剤の分解物であ
るＮＰが原因と疑われた。しかし、「奪われし未来（原書）」出版後に英国環境
庁の調査結果が発表された。原因物質は女性の体内で生成するエストロゲンが尿
として出たものであった。１４）

また、ヒトへの悪い影響が疑われた例として１２例あげている。ＤＥＳの１例
を除いてＰＣＢ、ＤＤＴ、ダイオキシンが原因とされている。
ＤＥＳは合成のエストロゲンとして1938年に開発された医薬品である。流産防

止用などのため広く用いられた。これを服用した妊婦から生まれた子供が成人す
るころになって生殖器に異常があることがわかり、1971年に使用が禁止された。

以上のように、結局ＰＣＢ、ＤＤＴ、ダイオキシンを除けば、植物エストロゲ
ン、体内で生成する（内因性）エストロゲン、ＤＥＳの各一例だけとなる。植物
エストロゲンは畜産業の問題、ＤＥＳは医薬品の問題である。一般環境、及びそ
れを経由してのヒトへの影響となるとＰＣＢ類と内因性エストロゲンだけとなる。
なお、「奪われし未来」にはＴＢＴによるインポセックスは取り上げられてい

ない。気が付かなかったのか、それともこの程度のことは問題にするほどのこと
ではないと考えたのだろうか。

3333.... 環環環環境境境境ホホホホルルルルモモモモンンンン対対対対策策策策のののの実実実実施施施施状状状状況況況況

3333....1111 法法法法規規規規制制制制状状状状況況況況

化審法はまさに環境ホルモンを規制するための法律ともいえる。カネミ油症事
件、水俣水銀病という不幸な出来事を教訓として、1974年に日本は世界で最初に
環境ホルモン対策として法規制を行う国となった。これにより次の規制を行って
いる。
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イ）ＰＣＢ、ＤＤＴなど法施行当時すでに問題物質であることがわかっていた物
質についての製造禁止、使用の厳重な規制。

ロ）新規に製造を始める物質（新規化学物質）については、製造前に生分解性や
濃縮性試験を行い、安全性の確認を義務づける。

ハ）すでに使用されている物質（既存化学物質）については、新規化学物質に義
務づけている試験を国が行い安全性を点検する。その結果、必要なら（イ）
の規制対象物質とする。

有機スズ化合物についても1990年に（イ）の対象として追加指定し、規制して
いるところである。有機スズ化合物規制が必ずしも十分な効果を上げていないの
は、化審法が十分機能していないからではなく、外国から来る船が有機スズを相
変わらず使用している、すなわち外国での規制が十分でないからであろう。

3333....2222 環環環環境境境境モモモモニニニニタタタタリリリリンンンンググググ

化審法を効果的に施行するため、環境庁では1974年から一般環境中での化学物
質の残留状況と生態影響を調査してきている。ＰＣＢなどの問題物質については
毎年調査し、一般化学物質については優先順位をつけて逐次調査している。法施
行後問題物質と判明したＴＢＴ、ダイオキシンについてはそれぞれ1983年、1985
年から汚染状況の実態調査を行っている。またこれらの結果は毎年「化学物質と
環境」（通称黒本）として公表されている。
上記の既存化学物質の安全性点検結果および環境モニタリング結果は、日本が

世界に誇る環境ホルモンに関するデータベースである。

3333....3333 環環環環境境境境ホホホホルルルルモモモモンンンンにににによよよよるるるる汚汚汚汚染染染染状状状状況況況況

環境庁の行っているモニタリング結果によれば、魚類中のＰＣＢ，ＤＤＴ濃度
は表3.3のとおりで徐々にではあるが改善されている。水中のＴＢＴ濃度について
は1990年の8.8ng/Lから1995年の2.5ng/Lに低下している。１５）
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表3.3 日本の魚類中のＰＣＢ、ＤＤＴ濃度の推移（単位：ppm）

78-80平均 81-85平均 86-90平均 91-95平均
PCB 大阪湾（スズキ） 0.68 0.70 0.31 0.34
PCB 東京湾（スズキ） 0.35 0.28 0.19 0.28
PCB 瀬戸内海（スズキ） 0.50 0.70 0.28 0.07
PCB 琵琶湖（ウグイ） 0.07 0.05 0.04 0.04

p,p'-DDT 東京湾（スズキ） 0.0036 0.0014 0.0020 0.0014
p,p'-DDE 東京湾（スズキ） 0.009 0.009 0.026
p,p'-DDT 琵琶湖（ウグイ） <0.001 <0.001 <0.001 0.001
p,p'-DDE 琵琶湖（ウグイ） 0.032 0.029 0.024

人は食事、特に魚介類からＰＣＢのほとんどを摂取している。この点について
は国立医薬品食品衛生研究所が継続して調査している。それによるとＰＣＢの摂
取量は1979年の 3.1μg/人/日から1994年の 0.9μg/人/日まで着実に低下してき
ている。１６）

外国での汚染状況については断片的にしか把握していないが、日本に比べてか
なり汚染されているように思われる。米国五大湖でとれるニジマス中のＰＣＢ濃
度は現在でも３ppm程度である。 これは東京湾の魚の１０倍、琵琶湖の魚の百１７）

倍近い濃度で、非常に汚染されていることがわかる。五大湖でとれた魚は食べな
いほうがよいと指導されている。五大湖といえば日本人の感覚では瀬戸内海に相
当するし、面積では日本海と同じである。瀬戸内海の魚が食べられなくなったら
日本人はどう反応するだろうか。また、バルト海の魚は五大湖以上に汚染されて
いる可能性がある。１８）

欧州の近海での水中ＰＣＢ濃度はスコットランド沿岸 5-20ng/L、地中海北西沿
岸 0.2-8.6ng/Lで、日本海南部 0.1ng/L、大阪湾 0.5ng/Lとくらべて「ホントか
な」と思うほど高い。１９）

3333....4444 今今今今後後後後のののの検検検検討討討討方方方方向向向向

環境ホルモン関係で日本が行った研究は量的にはないに等しい。しかし、世界
で最高の研究は日本が行っている。国立科学博物館と愛媛大学らが共同で行って
いる「海棲ほ乳類のＰＣＢらによる汚染状況調査」である。 私はこの研究２０、２１）

から環境ホルモン対策の重要性を学んだ。環境ホルモン問題は地球環境問題とし
てとらえることが重要なのだ。
また、日本は９年前に環境ホルモン問題を取り上げた啓蒙書を出版している。

「ＮＨＫ地球汚染２」がそれだ。 これは少なくとも「奪われし未来」より優２２）
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れていると思う。環境ホルモン問題を論じようとする人にはまずこれを勉強する
ことをおすすめしたい。

以上のとおり、現在環境ホルモンとして騒がれている残留性物質に関する規制
を日本は世界で最も早く行い、世界で最も充実したモニタリングを行ってきてお
り、先進国では最も汚染度が低い国のひとつである。このことを私は誇りに思っ
ている。また、国立科学博物館と愛媛大学ならびに９年前のＮＨＫの業績を多く
の人に知ってほしいとも思っている。

4444.... 異異異異常常常常例例例例（（（（世世世世界界界界編編編編））））ににににつつつついいいいててててのののの考考考考察察察察

ヒトや野生生物で異常が生じているということに対して、次の反論がある。

4444....1111 精精精精子子子子濃濃濃濃度度度度はははは減減減減少少少少ししししてててていいいいるるるるかかかか

精子濃度は減少していないという説明でなるほどと思ったのは次のものである。
精子濃度は地域による差が大きい。同じ地域で考えると減少していない。1940年
ごろの精子濃度が高かったのはニューヨークのデータが主だからである。ニュー
ヨークだけ比較すると現在も精子濃度は高く減少していないという。 どうし２３）

て地域差が生じるか。気温が低い地域では精子濃度が高く、気温の高い地域では
低くなる傾向があるようなので、気候の差が原因ではなかろうか。精巣（睾丸の
こと）が体外にあることを考えると自然な解釈のように思える。

4444....2222 乳乳乳乳ががががんんんんのののの発発発発生生生生率率率率はははは増増増増加加加加ししししてててていいいいるるるるかかかか

米国における乳がんの発生率は、一見増加しているように見えるが、死亡率は
横這いである。がん検診の普及と検診技術の向上で見つける必要のないがん、放
置しておいても死に至らないがんを発見したにすぎないという見方がある。もち
ろん乳がんを早期に発見し、治療効果があらわれた結果であるという見方もでき
る。前者が正しいと結論されている。 また、乳がんの発生率と女性の血液２４、２５）

中のＰＣＢ、ＤＤＴ濃度との関係についての疫学調査がいくつか行われているが、
はっきりした結論は得られていない。２６）

4444....3333 野野野野生生生生生生生生物物物物のののの異異異異常常常常

野生生物で観察された異常については、そういう異常が存在することも化学物
質が原因であることも事実であろう。しかしながら、異常がみられたとして報告
された例では、いずれもＰＣＢやＤＤＴなどに高濃度で汚染されている。通常の
環境濃度で生じたものではない。
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フロリダのアポプカ湖では1980年に事故のため多量のＤＤＴ類が流れ込んだこ
とが原因である。五大湖や欧州の海はＰＣＢによる汚染がすすんでいることは 3.
3で述べたとおりである。

5555.... 日日日日本本本本ででででのののの事事事事情情情情

環境ホルモンが原因と思われる事例は欧米のものばかりである。それで、日本
の事情についての私の調査結果を紹介する。

5555....1111 精精精精子子子子濃濃濃濃度度度度はははは減減減減少少少少ししししてててていいいいるるるるかかかか

精子濃度を正確に測定し、他の測定結果と比較することは非常に難しいものら
しい。過去の測定結果はかならずしも正常者を測定対象者としていない。個人差
が非常に大きい。測定条件での差が大きい。同じ人、同じ条件で測定しても変動
が大きいなどの理由による。特に日本の場合、５０年前は敗戦直後という特殊条
件もある。結局、はっきりしたことは何もいえないというのが専門家の結論のよ
うだ。しかし、あえて、私の調査結果をあえて記録しておく。これは他の人が私
と同じ調査をする無駄を省くためである。

イ）日本人の正常男子のものと思われる精子濃度については次のとおり５例報告
されている。単位は百万/mL、括弧内は報告年である。57.6(1953) 、48(1957)２７）

２８） ２９） ３０） ３１）、106(1982) 、70.9(1984) 、78(1995) 。

ロ）最も重要なのは1984年の次の報告である。 1975年～1980年に、健康な自３０）

衛官 254人より精液の提供を受けた。無精子症の１人を除く253人の平均精子濃度
は 70.9百万/mLであった。これらの自衛官の年齢は18～36才であるが、年齢によ
る精子濃度の差はみられなかった。同じ研究グループが1995年に次の報告してい
る。 1985年～1993年の間に83人の精液を採取した。この83人と先の報告の25３１）

3人をあわせた平均精子濃度は78百万/mLであった。年齢による差がみられなかっ
たこと、及びその後の追加調査でも減少傾向はみられなかったことから、日本人
の精子濃度は減少していないといえそうだ。
なお、これらの濃度は現在の欧米人のそれと同程度である。しかし、これは北

国にある札幌医科大の調査なので、気候の暖かい地方の人の精子濃度は低いとい
う説に従うと、平均的日本人の精子濃度はこれよりやや低い値になると私は予想
している。

ハ）その他の興味ある報告内容として、次の２つを紹介しておきたい。２９）

・睾丸を暖めると精子濃度が顕著に低下する。
・1982年の報告では調査目的として、「20～30年前と比較して精子濃度が低下し
ているという報告があったので」という記載がある。
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なお、マスコミ報道では「私の調査では精子濃度は減少している」という趣旨
の発言をしている先生がおられる。 これらの先生方には研究報告書として３２、３３）

まとめて発表するようお願いしたい。貴重なデータになると思うので。

5555....2222 乳乳乳乳ががががんんんん、、、、前前前前立立立立腺腺腺腺ががががんんんんのののの死死死死亡亡亡亡率率率率

イ）日本女性の乳がんによる死亡率は表5.2に示すとおり欧米の 1/4～1/5と低い。
また、前立腺がんによる死亡率は日本人は米国人の約 1/7にすぎない。ただし、
欧米と異なり日本では乳がんも前立腺がんも死亡率は年々増加している。３４、３５）

ロ）日本の女性の乳がんの死亡率が低いのは、脂肪の摂取量が少ないことなどの
食生活の差が主な原因とみられている。 逆に、乳がん、前立腺がんの死亡率３５）

が増加傾向にあるのも食生活の西洋化にあるのであろう。

表5.2 がんによる死亡率の国際比較 （人口１０万対）

日本 米国 フランス ドイツ 英国 デンマーク
全がん 190.4 203.2 244.2 263.2 280.8 292.2
胃がん 38.2 5.7 11.3 21.6 16.1 10.4
乳がん 10.7 34.0 35.2 44.0 51.4 53.2

ハ）日本人は植物エストロゲンを多量に含む大豆をたくさん食べることも乳がん
の死亡率の低いことに影響しているらしい。エストロゲンは乳がんの原因になる
といわれているのに、植物エストロゲンは乳がんの発生を防ぎ、更年期障害の症
状を軽減する効果があるというのはおもしろい。植物エストロゲンがエストロゲ
ンレセプターに結合すると、作用の強い内因性エストロゲンが結合するじゃまに
なるので乳がんを防ぐ。また、植物エストロゲンの弱いエストロゲン作用が更年
期障害の症状を軽くすることになる。３６、３７）

5555....3333 ＰＰＰＰＣＣＣＣＢＢＢＢ、、、、ＤＤＤＤＤＤＤＤＴＴＴＴにににによよよよるるるる汚汚汚汚染染染染

日本はＰＣＢ、ＤＤＴによる汚染が欧米に比べて低いことは 3.3に述べたとお
りである。

5555....4444 野野野野生生生生生生生生物物物物のののの異異異異常常常常例例例例

1970年代前半には、原因が必ずしも明らかでない野鳥の大量死、ハゼの奇形、
骨曲がりなどの異常魚がみられたが、その後は減少、もしくはみられなくなって
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いると思われる。３８、３９、４０）

私は何軒かの大きな書店や図書館で、生物の異常例が載っていそうな本を全て
といいたいぐらい調べたつもりである。それだけ調べても、生物の異常について
の日本での状況の記載例は極めて少ない。日本人の書いた日本人向けの本であっ
ても異常例は外国の例しか引用していないのが普通である。
昨年（1997年）夏ごろからマスコミで環境ホルモン関係の報道が本格的に行わ

れるようになったが、当初は異常例として取り上げられたのはＴＢＴによるイン
ポセックスだけであった。やはりこれだけなんだと思ったものである。

6666.... ママママススススココココミミミミ報報報報道道道道内内内内容容容容にににに思思思思うううう

日本のマスコミによる報道内容のうち、水生生物への影響について、補足説明
および私の感じたところを述べたい。

6666....1111 ＴＴＴＴＢＢＢＢＴＴＴＴにににによよよよるるるる巻巻巻巻貝貝貝貝ののののイイイインンンンポポポポセセセセッッッッククククスススス

有機スズ化合物は1990年に化審法で第一種および第二種特定化学物質に指定さ
れており使用の禁止、または厳しい制限を受けている。さらに行政指導や業界自
主規制により現在では全面的に使用禁止になっている。その結果、環境庁の水質
モニタリング結果では全国平均値で1990年の8.8ng/Lから1995年の2.5ng/Lに低下
している。「規制の効果で、広島県の瀬戸内海にも絶滅状態だったイボニシが復
活してきたことが昨年確認できました。」という報道もある。４１）

しかし、ＴＢＴは分解性であることを考えるともっと速やかに低下すべきであ
ること、魚介類中のＴＢＴ濃度の低下はわずかであること、現在でもイボニシに
インポセックスが生じていることから依然として問題であることは確かである。
全面的に使用禁止にしているのは日本だけで、欧米では船長２５ｍ以上の大型

船では使用が認められている。日本以外の東アジア諸国では規制されていないと
いう。 マスコミにお願いしたいのは、なぜもっと速やかに濃度が低下しない４２）

のか、低下させるためにはどうしたらいいかを追求することである。ＴＢＴが原
因でインポセックスが生じているというだけなら８年前に報道できたはずだ。な
ぜ外国ではＴＢＴを全面禁止にしないのか、代替品による環境汚染はないのかも
知りたいものだ。

6666....2222 多多多多摩摩摩摩川川川川ののののココココイイイイ

多摩川のコイにはメスが多く、精巣が正常に機能していないという研究につい
て考えたい。英国で下水処理施設の排水溝の下流で魚のメス化が生じていると問
題になっている。初めは経口避妊薬に使われる合成エストロゲンであるエチニル
エストラジオールと羊毛洗浄に使われる界面活性剤の分解生成物であるノニルフ
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ェノールが原因ではないかと疑われた。確かにテレビで放映されるエア川の例で
はＮＰの濃度が最高180ppbもあったこと 、魚に影響を与えるであろうＮＰの濃４３）

度は 10ppb程度であることからＮＰが原因であったのであろう。
しかし、その後の英国環境庁の調査では、全国的にみると、ヒトの女性の尿に

含まれる女性ホルモンそのものが主たる原因であると結論されている。 英国１４）

で長年この研究を行ってきたジョン・サンプター氏は次のように反省の弁を述べ
ている。「結果はこうなるはずだという先入観を持ってはいけないというよい例
だ。」 日本は人口密度が高いから女性ホルモンそのものが原因である可能性４４）

がさらに高い。このところを調査しないと問題の解決には近づけない。
日本でのＮＰの濃度は多摩川のコイ研究グループが測定している。その結果で

は多摩川で0.029～0.058ppb、隅田川で0.071～0.51ppbで十分に低い。 しかし４５）

ながら、測定点数も測定地点も少ないのでこれだけで問題なしとはいいいきれな
い。環境庁で全国規模での測定を是非お願いしたい。その際、女性ホルモンも同
時に測定していただきたいと思う。
ＢＰＡ濃度については1996年度の環境モニタリング結果が発表されている。こ

れによると、測定検体数148のうち検出限界（0.01ppb）以下が107、他は0.01～0.
268ppbである。 水生生物に影響を与える濃度は100ppb以上と推定されるので、４６）

問題ないことが確認されたと考えて差し支えないだろう。

6666....3333 タタタタイイイイののののオオオオススススととととメメメメススススのののの比比比比

タイのメスの数がオスにくらべて多い。精巣に卵が共存しているという研究に
ついて。海は女性ホルモンに汚染されていると言いたかったのでしょうか。
しかし、「同じ個体が卵巣と精巣とをもっているタイプはメスオス同体といい、

かなり広い範囲の魚に見られます。メス先熟型メスオス同体は性転換を行い、若
年ではメス、年を経るとオスとなります。マダイはこのタイプに属します。メス
先熟では大きなオスが多数のメスを独占して子孫を増やそうとする方向に進化し
たグループと思われます。」 とあるように、正常な現象であったものと思われ４７）

る。
魚の世界には不思議なことが多い。遺伝子的にはオスであっても、孵化直後に

過剰の女性ホルモンに暴露されるとメスになる。ギンブナのようにメスしかいな
い魚もいる。 研究は正常な状態を知ることから始めなければならない。４７）

6666....4444 ママママススススココココミミミミ報報報報道道道道ののののチチチチェェェェッッッッククククポポポポイイイインンンントトトト

マスコミの方には環境ホルモンの報道をする際には、次の点にも触れるようお
願いしたい。環境ホルモン問題を正しく理解するためには必要なことだと思うか
ら。

イ）日本人はかなりの量のエストロゲンを食物から摂取している。
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ロ）英国の河川でのオスの魚のメス化現象は、英国環境庁の結論では女性の尿中
の女性ホルモンが原因としている。

ハ）水生生物の異常をいう場合には、正常とはどういう状態かを説明しているか。
ヒトでは、オス：メスは１：１だし、精巣の大きさは年中同じだ。しかし、
魚では性比が１：１とはかぎらないし、精巣の大きさは夏と冬で大きく異な
る。

ニ）ＴＢＴ汚染については全面的に使用禁止にしているのは日本だけである。
ホ）ＰＣＢやＴＢＴの汚染度は緩やかだが低下しつつある。
へ）環境ホルモン（ＰＣＢ）による汚染度は日本は先進国の中で最も低い方だ。
ト）ＢＰＡ、ＮＰは蓄積性が高いなどのＰＣＢの性質は持っていない。
チ）複数の環境ホルモンによる相乗効果によって、単独の場合よりも百倍から千

倍の効果を出すという報告は、報告者自身によって否定された。４８）

7777.... 各各各各種種種種エエエエスススストトトトロロロロゲゲゲゲンンンン摂摂摂摂取取取取量量量量のののの比比比比較較較較

各種のエストロゲン様物質の摂取量の比較結果を表7.1に示す。これからＢＰＡ
の摂取量は食事から摂取している植物エストロゲンの 1/100,000 にすぎないこと。
また、流産防止用ＤＥＳはいかに大量に投与されていたかがわかるであろう。

表7.1 各種エストロゲンの摂取量比較

摂取量 補正係数 補正後摂取量１１、１２）

(mg/日) (mg/日)
流産防止用ＤＥＳ 125 13.4 1,675５０）

経口避妊薬ＥＥ 0.035 30 1.05５１）

植物エストロゲン 14-105 0.0033 0.046-0.34５２）

ＢＰＡ（許容摂取量） 2.5 0.00033 0.00083５３）

ＢＰＡ（実際摂取量） 0.0063 0.00033 0.000002５４）

この比較についてはすでに S.Safe が行っているが 、私なりに改良したもの４９）

である。それぞれの作用の強さを補正した後の摂取量には採用したデータの信頼
性から１桁程度の誤差が考えられる。比較する場合には合計２桁の誤差が生じて
いる可能性がある。しかし、大勢には影響ないと考える。

8888.... 労労労労働働働働衛衛衛衛生生生生面面面面はははは問問問問題題題題なななないいいいののののかかかか

環境ホルモンが社内従業員に悪い影響を与えてはいないかと質問された場合、
次のように答えるようにしている。
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私は過去３年間、キングファイル１５冊分の環境ホルモンに関する文献に、目
をとおしてきましたが、労働衛生面から検討したものはなかったように思います。
環境への影響、食品衛生面から検討したものばかりです。また、これから労働衛
生面の研究をしようという具体的な動きもないように思います。本来、最も高濃
度に暴露される人は直接取り扱っている作業員なので、まず作業員について調査
すべきと思うのですが、そうはなっていないのは次の理由によるものでしょう。

イ）環境ホルモン問題を問題視しているのは、一部の学者だけで大部分の学者は
問題あるはずはないと研究する気になれなかった。

ロ）現在、環境ホルモンとして問題になっている物質は、いずれも蒸気圧が低い
ものばかりで、高濃度に暴露されるおそれは少ない。ＢＰＡは粉体なので充
填時に暴露されるおそれはあるが。

ハ）製造し始めてから４０年以上になるが、今までこれらの物質が労働衛生面で
内分泌関係が問題になった事例はないように思う。５５）

問題があるはずはない、調べる気がしないということだったと思います。

作業環境管理のための許容濃度としては、ＢＰＡは産業衛生学会の許容濃度で
いう第３種粉塵（その他の有機性粉塵）に該当し、総粉塵８mg/m 、吸入性粉塵２３

mg/m として扱えばよいでしょう。米国ＳＰＩのＢＰＡグループが作成したＱ＆Ａ３

によれば、ＢＰＡは 'nuisance dust'として扱うこととあります。 これは日５６）

本でいう第３種粉塵に相当すると考えていいでしょう。

9999.... エエエエスススストトトトロロロロゲゲゲゲンンンン試試試試験験験験のののの実実実実施施施施例例例例

エストロゲン作用を試験するための方法については、「用語解説」で説明した。
ここではこれらの試験方法で行ったＮＰの例を紹介する。エストロゲン作用を調
べるための検査項目を追加した試験法での結果がそろっているのはＮＰだけだと
思う。試験結果の要約を紹介し、私の考察を述べたい。他の化学物質のエストロ
ゲン作用を推定する場合の参考になると思うから。

イ）90日間亜急性毒性試験５７）

明らかに毒性のみられる用量（餌中ＮＰ濃度：2000ppm）でも生殖腺への影響は
みられない。

ロ）３世代生殖毒性試験５８）

出生仔のデータ（仔数、仔体重）は３世代とも影響はなかった。しかし、餌中
ＮＰ濃度が650ppm以上で、精子濃度が10％程度低下するなどの生殖腺への影響が
みられた。この濃度では体重増加量減少と腎臓重量の増加もあった。200ppm以上
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で尿細管の変成/拡張がみられた。650ppmは43～98mg/kg/日に、200ppmは13～30m
g/kg/日の投与量に相当している。

ハ）子宮重量測定法スクリーニング試験４）

経口投与での無作用量は10～30 mg/kg/日、影響量は50～100 mg/kg/日である。

ニ）水生生物への影響
ＮＰが魚にどの程度の濃度でエストロゲン作用を示すかについて次の３つの試

験結果が報告されている。
・ニジマスを用いた試験で、20.3ppbでビテロゲニンが生成し、5ppbでは生成せず。
５９）

・ニジマスを用いた試験で、半数にビテロゲニンが生成した濃度は14.1ppb。６０）

10ppbで33％にビテロゲニンが生成した。６１）

・メダカ用いた試験で、50ppbで両性生殖腺を持つオスが増加した。10ppbでは異
常なし。６２）

一方、急性毒性試験での半数致死濃度は200～400ppbである。従来の慢性毒性試
験方法で毒性を示す最低濃度は14ppbで、無作用濃度は7.4ppbである。４）

ホ）考察
ＮＰについては次のことがいえる。他の物質についても当てはまるかどうかは

もう少し試験例が必要であろう。
・エストロゲン作用がでる用量では他の毒性も観察される。すなわち、エストロ
ゲン作用のあることが無作用量の決定要因にはならない。

・生殖毒性試験での生殖腺への無作用量と影響量は、子宮重量測定法スクリーニ
ング試験でのそれと概ね一致している。

・水生生物にエストロゲン作用を示す濃度は、従来の慢性毒性試験での影響を示
す濃度と概ね同じである。

11110000.... 胎胎胎胎児児児児にににに対対対対すすすするるるる影影影影響響響響

これまではがんに重点を置きすぎた、子供への悪影響をもっと重視すべきであ
る。そのためには妊娠期間中の化学物質の影響に注意すべきである。これらの点
については私も全く同意見である。

しかしながら、エストロゲン様物質についてはむしろ妊娠期間中のほうが問題
は少ないのではないかと思う。妊娠期間中はエストロゲンの体内生成量がずっと
多くなるからである。母親には妊娠を維持するために大量のエストロゲンが必要
であるが、胎児にはこれは危険である。胎児には胎児の期間だけフェトプロテイ
ンという蛋白があり、エストロゲン様物質を結合させその作用をなくす防御シス
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テムをもっている。 このため大量のエストロゲンから守られているのである。６３）

環境ホルモンの摂取量を一定とすれば、妊娠中は妊娠前に比べ内因性エストロゲ
ンに対する比率が低下するから、相対的に問題は少なくなるはずである。

流産防止用に服用したＤＥＳが生まれた子供の生殖器異常の原因になったのは
極端に大量のＤＥＳを摂取したからである。どれだけ大量のＤＥＳを服用したか
は表7.1を見て確認していただきたい。なぜ大量のＤＥＳを使用しなければ効果が
なかったかというと、妊娠時には内因性エストロゲンの分泌が非常に多くなるか
ら、それを越えて内分泌系に影響を与えなければならないためと考えると理解で
きる。
どの本を読んでもこのことに触れていないのは内分泌学では常識であるためら

しい。それにもかかわらず、紹介するのは胎児期でのエストロゲン様物質の作用
を理解するのに非常に役立つと思うからである。専門家にはあたたり前でも一般
に理解できるよう正しい解説をお願いしたいところである。

避妊用低用量ピルには少量の合成エストロゲン（エチニルエストラジオール）
が含まれる。量は少なくとも、表7.1に示すようにＢＰＡの実際摂取量の５０万倍
の強い作用がある。このピルのヒトの胎児及び新生児への影響は認められていな
いという次の記載を長くなるが引用させてもらう。６４）

「毎日１錠ずつ服用すべきピルを服用するのを忘れたために妊娠してしまうこ
とがある。それに気づかず、ピルの服用を再び続けるということはまれなことで
はない。米国全体では、毎年７万以上の胎児がピルに暴露されていることにな
る。」
「大部分の報告はピルの催奇形性に関し否定的であり、広く世界の女性にピル

が服用されるようになってからも先天異常の発生頻度には変化がないことから、
両者の関連性はまずないものと考えてよいであろう。」
「産褥期にピルを服用すると、母乳に少量のピル成分が排泄される。しかし、

乳児の健康のバロメーターである体重増加には有意の影響はなかったとの報告が
あるほか、重大な影響もこれまで認められていない。」
ただし、ピルの服用を忘れないこと及び授乳期間中は服用しないようにという

指導は行われているようである。

11111111.... 環環環環境境境境ホホホホルルルルモモモモンンンンはははは無無無無数数数数ににににああああるるるるかかかか

「奪われし未来」を読むと、最近になってビスフェノールＡにエストロゲン作
用があることが偶然わかった。したがって、組織的な調査をすれば多くの化学物
質にエストロゲン作用のあることが分かるであろうという調子で書いてある。米
国政府もそんな考えに沿ってホルモン作用を持つかどうか、多くの化学物質につ
いてスクリーニングする方向で進んでいるようだ。
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しかし、そうであろうか。ビスフェノールＡにエストロゲン作用がある旨の報
告は1936年に出ている。 私の想像では、当時医薬品として使うための合成エ６５）

ストロゲンの開発競争が行われた。そして抜群の性能をもつＤＥＳが1938年に発
見されたのであろう。ＤＥＳがあまりにすばらしかったので開発競争に終止符が
打たれ、一般の化学物質にもエストロゲン作用があることが忘れ去られたのであ
る。そうに違いない。
私はこのことから植物エストロゲンを上回る強いエストロゲン作用を持つ化学

物質は、それを目的とした医薬や農薬以外からは出てこないと予想している。わ
ざわざ試験しなくとも６０年前の実験ノートを調べると大体のことがわかるよう
な気がする。
ＢＰＡにエストロゲン作用があるという報告が1936年にでているというのを知

ったとき、正直なところ驚いた。そしてエストロゲン作用を持つことを確認した
試験法が、現在、最も信頼できる試験法として使われているものと同じであると
知ってあきれた。ホルモンに関する科学は著しく進歩したが、毒性試験に生かせ
るものはまだないのだ。私のこの論文もホルモンの理論らしいことには触れる必
要はなかった。「環境ホルモン問題」は、今のところ単なる「環境問題」にすぎ
ない。

11112222.... 合合合合成成成成化化化化学学学学物物物物質質質質はははは危危危危険険険険かかかか

環境ホルモンは問題と考えている人は合成品の環境ホルモンだけを問題視して
いるようである。これは「天然に存在するホルモン類似物質と合成されたそれと
は全く別のものであることを認識すべきである。端的にいうなら、後者は前者に
比べてはるかに有害である。というのも、天然の植物エストロゲンは一日もあれ
ば体外に排泄されてしまうが、合成化学物質のほうは体内に何年も残留してしま
うからである。」と「奪われし未来」に書いてあることを鵜呑みしているからで
あろう。これは合成の環境ホルモンは全てＰＣＢのような性質を持っているとい
う誤解によるものでもある
天然品か合成品かの区別が問題なのではなく、その物質の性質が問題なのであ

る。以下に例をあげて説明したい。

イ）体内の残留性
体内で出来るエストロゲンも植物エストロゲンも体内で炭酸ガスと水まで分解

してなくなるのではない。グルクロン酸抱合を受けて、水溶性を増し尿中に排泄
されるのである。ＢＰＡやＮＰも同じである。体内に吸収された分は一日でほと
んど排泄される点も同じである。

ロ）ＤＥＳの作用
ＤＥＳを服用した妊婦から生まれた子供に性器異常が生じたのは、ＤＥＳの合
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成品であることが悪いのでなく、強いエストロゲン作用があることが原因なので
ある。体内で生成するエストロゲンでも大量に投与するとＤＥＳによると同じ異
常が生じることを、高杉はマウスを使って証明している。 高杉先生は「奪わ６６）

れし未来」に登場する唯一の日本人で、ご自身の研究にもとずいて環境ホルモン
問題を論じることができる、日本では数少ない先生の一人である。

ハ）植物エストロゲンは安全か
植物エストロゲンは天然ホルモンだから安全というわけではない。ヒツジを不

妊にすることはよく知られた事実である。ヒトには害がないようにみえるのは摂
取量が少ないからにすぎないのだと思う。

ニ）血中蛋白との結合性
天然ホルモンは血中蛋白と結合するから作用が抑えられるが、合成環境ホルモ

ンは結合しないので作用が強いという説がある。しかし、次の試験結果からＢＰ
ＡもＮＰもエストラジオールと大差ない程度血中蛋白と結合すると推定できる。
ヒトの血清を加えた場合は加えない場合にくらべてエストロゲンレセプターとの
親和力が抑えられる。その抑えられる度合いがエストラジオールにくらべて、Ｂ
ＰＡは0.6倍、ＮＰは５倍である。６７）

ホ）新規化学物質は危険か
新規化学物質については、3.1で説明したように、安全性の確認を受けた後でな

いと製造できない。したがって、少なくとも現在環境ホルモン物質として問題に
なっている環境残留性物質に類似するものが製造されることはない。

ヘ）天然の化学物質は安全か
天然の化学品は化審法の適用を受けないので、安全性がわからない状態で使わ

れていることが考えられる。女性ホルモンによる河川の汚染を考えると、天然化
学品が本来ある場所にある間は問題ないが、そうでない場所で使う場合は注意を
要するのではなかろうか。

11113333.... そそそそのののの他他他他のののの環環環環境境境境ホホホホルルルルモモモモンンンン

はじめに断っておくべきであったかもしれないが、本稿ではフタル酸エステル
類、農薬、ダイオキシンについては触れていない。これらの物質については私は
ほとんど勉強していないからだ。しかし、環境ホルモンとして取り上げられてい
るので簡単に説明しておきたい。

イ）フタル酸エステル類（ＰＥ）
環境ホルモンとは何をさすかの定義にもよるが、私はＰＥは環境ホルモンから
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はずすべきと考えている。確かに一部のＰＥには in vitroのスクリーニング試験
で非常に弱いエストロゲン作用を示す。 しかし、in vivoのスクリーニング試６８）

験ではエストロゲン作用は認められていない。６９）

ＰＥ類は安全性点検の結果、生分解性は良好で濃縮性も低いと判定されている。
７０） ５）魚毒性も極めて弱い（ヒメダカ 48時間ＬＣ ＞1,000 mg/L）。 可塑剤工５０

業会では生産量が多いこと及び用途面も考慮して、定期的に環境水中のＰＥ濃度
の分析を行っている。分析値のほとんどは検出限界（0.001 mg/L）以下である。
７１）

ロ）農薬
一般論でいえば、野生生物に何らかの影響を与えるのが目的で使用するのであ

るから環境ホルモン的なものもあるだろう。しかし、それ故に十分なリスクアセ
スメントを行い、十分な管理下で使用されていると思いたい。

ハ）ダイオキシン
Ahレセプターに結合してダイオキシンらしい作用を示す。マスコミはエストロ

ゲン作用を持つと報道しているが、反エストロゲン作用があるというのが本当の
ようだ。エストロゲンレセプター数を減少させるためという説がある。７２）

日本の環境中でのダイオキシン濃度は、1988年から1995年までほぼ横這いで推
移している。また、ダイオキシンの摂取量及び母乳中のダイオキシン濃度は欧米
諸国と同程度である。７３）

11114444.... 環環環環境境境境ホホホホルルルルモモモモンンンン問問問問題題題題へへへへのののの対対対対応応応応

11114.4.4.4.1111 たたたただだだだちちちちにににに対対対対応応応応がががが必必必必要要要要なななな物物物物質質質質

「奪われし未来」が指摘しているようにＰＣＢ、ＤＤＴ、ダイオキシンについ
てはただちに規制が必要である。ホルモン作用がある、なしにかかわらず規制が
必要である。
日本ではＰＣＢ、ＤＤＴについては1974年に化審法を施行し、汚染度も改善さ

れてきている。ダイオキシンは製品でないため、化審法の適用範囲外であり、対
策が遅れたが、これについてもすでに法規制を整備した。
しかしながら、世界全体で見ればかならずしもＰＣＢ、ＤＤＴ問題は改善に向

かっているとは言い難いようである。ＰＣＢは過去の生産量の2/3が今も使用中で
あり、国によってはＰＣＢの管理が不十分で環境への放出が続いている可能性も
ある。ＤＤＴはマラリヤ対策として蚊の防除になくてはならないものらしく、
今も熱帯、亜熱帯地方で使われている。昔も今もそして将来も問題はＰＣＢであ
ると私は考えている。地球環境問題の大きなテーマの一つである。
特に、日本人は魚の摂取量が欧米人の６倍と多いこと、世界中の海でとれる魚
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を食べていることを考えると強い関心を持たざるをえない。

11114.4.4.4.2222 ヒヒヒヒトトトトのののの健健健健康康康康へへへへのののの影影影影響響響響

近年、ホルモンや免疫、神経の分野での基礎科学の進歩は著しいものがある。
これらの進歩によって、毒性についても新たな視点からの検討が必要になるのは
当然だ。ＢＰＡなど化学物質の中にはホルモン作用があることは６０年前にわか
っていたことであるが、最近になって注目を集めるようになった本質的な理由は
ここにあると思っている。
しかしながら、規制ということを考えるには５年は早すぎる。単に知的好奇心

を満たすだけなら、ごく一部の点だけ取り上げればいいのであるが、具体的に何
かに適用するためには、ある程度全体がわからなければならない。現在は、まだ
まだわからないことが多すぎる。研究するだけならさほど金はかからないが、規
制ということになると必要な金は桁違いに多くなる。

また、日本人の健康に差し迫った問題があるとは思えない。日本人の平均寿命
は年々延びており、今や世界一の長寿国となっている。したがって、マクロに見
て日本人の健康に問題があるとは思えない。
唯一気になるのは、花粉症やアトピー性皮膚炎などアレルギー性疾患が増加し

ていることである。しかし、この原因はどうやらウイルス、細菌、寄生虫などと
の共生を絶ったことにあるらしい。アレルギー性疾患が最近急に増えているのは、
日本人と旧西ドイツ人であり、旧東ドイツ人ではこれらの病気は全く増えていな
いという。 免疫学的に説明できるだけでなく、現象面でも説得力があるよう７４）

に思う。もしこの説が正しければ、アレルギー疾患が増えたのは、環境や衛生面
を改善したことに対する副作用ということになる。

11114.4.4.4.3333 水水水水生生生生生生生生物物物物へへへへのののの影影影影響響響響

環境ホルモンに限らず化学物質が水生生物になんらかの影響を与えているのは
確かであろう。その影響が悪い影響といえるのかどうかは見方によるのであろう。
環境ホルモンの問題を勉強し始めてから水生生物の世界、生態については分から
ないことが多いことを実感した。私もヒトの健康への影響についてほど自信を持
ってはいえない。
しかし、1970年代の前半にくらべて現在はＰＣＢにしろ一般の化学物質にしろ

汚染状況は改善されていることは確実である。まだ改善を要する点があったとし
ても、その前に「過去２５年間に環境は確実に改善されてきたけれども」という
枕詞を言ってほしいと思うのである。それが長年まじめに環境改善に取り組んで
きた人達に対する礼儀と思うからだ。
最近おもしろいことを聞いた。化審法の申請の際に生分解性試験をするが、そ

れに使用する活性汚泥の分解能力が落ちてきているというのである。この汚泥は
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全国１０カ所の河川などから採取して調整したものである。河川の浄化が進んだ
結果、汚泥が活躍する必要がなくなってきたためらしい。この例も含め、実際の
生態系での化学物質の影響を調べることは難しそうだなという気がする。

11115.お5.お5.お5.おわわわわりりりりにににに

私は、日本の川や海は欧米諸国のそれに比較して、分析するまでもなく汚染度
は低いに決まっているという先入観を持っている。その根拠は次のことによる。
絵を描くことが私の趣味である。だから外国へ行くとスケッチをする。特に川

を描くのが好きだ。心が安らぐ思いがするからだ。だけど、色をつけるときにな
って困惑する。川が水色をしていないからだ。結局土色に緑を少し混ぜて着色す
ることになるが、道と間違われないか心配になる。また、日本人は海でとれた魚
は食べられて当然だと思っている。外国人は日本人ほど魚を食べない。川や海の
汚染に日本人ほど敏感であるはずはないと思うからだ。
「日本の川や海のクリーンなことは世界一」ということを、私の先入観だけに

終わらせずに、世界の人の常識にしたいものだ。

なお、文中に「私は」という言葉がたびたび出てくるように本稿は私の見解を
述べたもので、特定の団体の意見を代表してのものではないことをお断りしてお
く。
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